
イ
ア
活
動が
そ
れ
で
あ
る・
その
源
末
一
ら
こ
そ
私
た
ち
ス
タッ
フ
は
こ
の
職
場

に
つ
い
て
は、
『
ト
イ
レ
の
お
仕
事』
一
に
い
ら
れ
るのL

ハ
集
英
社
新惜官〉
を
続
ん
で
頂
き
た
い。
一

市
公
国
際の
緑
色の
率だ
けが
通
行

さ
て、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
水
族
館に
盛
一
で
き
る、
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
lク
の
専
用

函
ト
イ
レ
が
完
成
す
る
と
次に
私はニ
一
ル
ー
ト
を
走ら
せ
なが
ら、
彼
女は
鶴岡

ュ
l
ヨ
l
ク
市
公
園
際
か
ら
の
依
頼
を
一
ら
し
げに
そ
う
言っ
た・
調廿の
紡
れ
と

受
け
て、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
北
部の
い
わ
一
と
もに一
斉に
咲
き
乱
れ
る
ピ
ン
ク
の

ゆ
る
ハ
l
レ
ム
地
区の
リ
ク
レ
l
ショ
一

木
護、
黄
色の
レ
ン
ギョ
ウ、
桜
を
思

ン
セ
ン
タ
ー
の
ト
イ
レ
に
壁
画
を
措
く
一
わ
せ
る
白い
花、
黄
緑
色の
鮮
や
か
な

こ
と
に
なっ
た。
お
か
げ
で、
ア
メ
リ
一

花
な
ど
に
自
を
奪わ
れ
な
が
ら、
私
は

カ
の
役
所
との
付
き
合い
が
増
え
た。
一
ア
メ
リ
カ
の
役
所
は
随
分
と
違
う
な

「
も
し、
私が
作
品
ファ
イ
ル
を
手に
一
ぁ、
プ
ロ
意織
十
分だ
な
あ
と
感
心
し

い
き
な
り
リ
ク
レ
1
ショ
ン
セ
ン
タ
ー
一
た
もの
だ。

な
ど
に
売り
込
み
を
し
た
ら
ど
う
か
し
一

さ
ら
に
日
本の
役
所と
違
う
と
こ
ろ

ら。
そ
れ
で
も
私に
チャ
ン
ス
は
あっ
一
は、
自
分
た
ちの
仕
事が
新
聞
や
テ
レ

た
か
し
ら」

一
ピ
な
ど
の
マ
スコ
ミ
に
派
手に
報
道
さ

市
公
国
際
担
当の
女性が
ト
イ
レ
調
一
れ
て
こ
そ
意義
深い
と
い
う
認
機、
つ

査の
た
め
寧
で
案内
し
て
く
れ
た
と
き
一
ま
り
市
民に
喜ば
れ
て
初め
て
自
分
た

私は
思い
切っ
て
そ
ん
な
質
問
を
し
て
一

ちの
仕
事は
評価
さ
れ
る、
と
い
う
姿

み
た・

一

一努だ。
だ
か
ら、
マ
ツ
ナ
ガの
仕
事に

「
も
ち
ろ
ん
！
私
た
ちニュ
l
ヨ
l
一

閃
し
て
は
任せ
て
く
れ、
新
聞・
テ
レ

ク
市の
聡
員は、
市
民の
様々
な
ア
イ
一
ピ
を
徹
底
的に
呼
ん
で
話
題に
す
る
か

デ
ア
だ
け
で
な
く、
苦
情
で
も
文
句で
一
ら
と
言
うの
だ。

も
何
で
も
聞
く
わ。
市
民の
声
をい
ろ
一

制作
資
金に
つ
い
て
は、
市の
予
算

い
ろ
と
聞い
て
そ
れ
ぞ
れ
に
応
え
て
行一
か
ら
引
き
出
すの
が
厄
介
で
苦
労
す
る

く、
そ
うい
う
容量
や
繁
質が
あ
る
か
一
の
は
何
処
も
同
じ
だ・
し
か
しニ
ュ
ー

な
か
じ
ま

み
ね

H

中

嶋

嶺

雄

ハ

東京外

国路
大
学
畏V

日
本
と
台
湾の
知
的
交
涜の
場
と
し

て
十二
年
間
続い
て
き
た
「
ア
ジ
ア・

オ
ー
プ
ン・
フ
ォ
ー
ラム」
は、
こ
の

十
月
末の
第十二
回
松
本会
議
で、
一

応の
幕
を
下
ろ
すこ
と
に
なっ
た・
李

登
輝・
前
台
湾
総
統
は、
こ
の
フォ
ー

ラム
に
直
接
か
か
わ
ら
れ
たパ
ー
ト
ナ

ー
で
あ
る。
す
でに
副
総
統
時
代
か
ら

毅
し
く
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
た
私に

た
い
し、

李登郷氏
は、
総
統
就
任
問

「

ア

ジ

ア
・

オ

ー

プ

ン
・

フ
ォ

ー
ラ
ム
L
の

十
二

年

ヨ
ー
ク
市
公
園
課
で
は、
今回
は
個
人

投
資
家や
地
元の
経
済
団
体
に
呼
ぴ
鋳

け
て
資
金
を
集め、
私の
会社の
口
座

に
入
れ
て
く
れ
るの
だ
と
い
う。
資
金

集
め
の
選
択
肢
も一
つ
で
は
な
い
の

だ・ア
メ
リ
カ
の
役
所は
現
実
的
で
分
か

り
ゃ
す
く
て
い
い
な
あ
と、
二
十
年
以

上
も
日
本の
役
所に
泣
か
さ
れ
て
き
た

私
は、
ま
た
感
心
す
るの
で
あ
る・

も
ない一
九
八
八
年
七
月、
こ
う
要
請
一

さ
れ
た。
「
こ
れ
か
ら
は
米
台
関
係
と
一

と
もに、
日
台
関
係が
と
て
も
重
要
で
一

す。
そ
れ
なの
に、
従
来の
日
懇
関
係
一

の
パ
イ
プ
は
硬
直
し
て
い
て、
日
台
関
一

係
や
ア
ジ
ア
太
平
洋地
域の
問
題
を
広
一

〈、
つっ
こ
ん
で
議
論
す
る
場に
なっ
一

て
い
ない。
新
しい
交
涜の
湯
を
是
非
一

つ
くっ
て
ほ
しい」
と。

一

私
自
身
も
まっ
た
く
同
感だっ
たの
一

で、
翌日
夜に
会
食に
お
招
きい
た
だ
一

い
た
席
で、
要
輔聞に
お
応
え
し
たい
旨
一

を
お
話
し、
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
でい
た
一

川

方々
か
ら
賛
同の
拍
手
を
得
たの
で
あ
一

け

っ
た。

－

こ
う
し
て
私は
重い
任
務
を
負っ
た
一

の
で
あっ
た
が、
そ
れ
が「
ア
ジ
ア・
一

オ
ー
プ
ン・
フォ
ー
ラム」
と
し
て
結
一

突
す
る
ま
でに
は、
多
くの
関
門が
あ
一

っ
た・
ま
さに
広い
知
的
交
涜
を
目
指
一

す
もの
で
あ
る
以
上、
日
台
双
方の
メ
一

ン
パ
ー
は、
高い
レベ
ル
の
知
識
人
や
一

財
界
人
で
あ
るべ
き
で、
党
利
党
略
や
一

利
権が
ら
み
で
か
か
わ
り
が
ち
な
政
治
一

家は
排
すべ
き
で
あ
ろ
う・
ま
た、
あ
一

く
ま
で
も
民
間の
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
あ
一

アジア・オープン・フォーラム」の12年　『文藝春秋』12月」-2000.12.00



り、
財
政
的に
も日
台
双
方
が
相
互
主
一
眼
視
さ
れ
た。
そ
れ
ま
で
親
し
かっ
た
一
輝
総
統の
出
席
を
実
現
すべ
く
政
府
首一
九八
年の
第
十
回
松
江
会
議の
後に
も
一

義
の
原
則
を
貫
くべ
き
で
あ
るの
で、
一

友
人
で
も
整加
を
得
ら
れ
ない
場
合
が
一

脳
と
芦
渉
し、
実
際、
第四
国
会
議
を
一

東京
で
台
湾
側
主
要メ
ン
バ
ー
を
招
宴
一

どの
よ
うに
メ
ン
バ
ー
を
募
り、
資
金
一
あっ
た
り、
当
初は
メ
ン
バ
ー
に
弔定
一
京
都
で
開
催
す
る
こ
と
に
し
た
の
は、
一

さ
れ
た
が、
こ
の
頃に
な
る
と
日
台
関
一

を
調
逮
すべ
き
か、
等々
の
問
題
を
解
一
し
て
い
た
学者に
中
国
側
か
ら
声
が
か
一

当
時は
ま
だ
今日
ほ
ど
大
き
な
外
交問
一

係が
緊密
化
し
た
反
面、
中
国
側
を
刺一

決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
かっ
た。

一
か
る
と、
急に
参
加
を
断
わっ
て
き
た
一

題に
なっ
て
い
な
かっ
た
姦
登
輝
総
統
一
激し
ない
た
め
の
配
慮
が
こ
と
さ
ら
必
一

私
は
ま
ず
亡
き
高
坂
正
実
氏
や
山
崎一
り、
と
いっ
た
こ
と
も
あっ
た。
し
か
一
の
来日
を
考慮
し
て、
外
務
省の
トッ
一
要に
なっ
て
き
て
い
た・
「
ア
ジ
ア・
一

正
和氏、
飯間
経
夫氏
ら
の
畏
友
と
相
一
し、
約一
年
近い
準備の
の
ち、
北
京
一
プ
と
も
打
ち
合
わ
せ
た
う
え
での
こ
と
一
オ
ー
プ
ン・
フォ
ー
ラムL
は
台
湾財
一

談
し、
故・
稲
葉
秀三
氏
や
故・
井
深一
で
六・
四
天
安
門
事
件
が
起こっ
た
直
一
で
あっ
た。
ホ
テ
ル
の
ス
イ
l
ト・
ル
一

界の
リ
ー
ダ
ー
で
中
台
関
係
の
費
任
一

大
氏の
ご
意
見
も
頂
厳
し
た・
財
界
側
一

後の
八
九
年六
月に、
第一
回
会
裁
が
一
l
ム
な
ど
も
事
前
に
チ
ェ
ッ
ク
し
た
一

者、
事
振
甫・
海
峡
交
涜
基
金
会
麓
事
一

か
ら
は
亀井
正
夫氏、
堤
清二
氏
ら
の
一

李
登
輝
総
統
も
出
席
し
て
台
北で
開
か
一
り、
微々
な
手
配
も
し
て
い
た
の
に、
一

長が
台
湾
側
団
長
を
お
め
てい
た
こ
と
一

賛同
とバ
ッ
ク
アッ
プ
を
得
る
な
ど
し
一
れ
た・

一
実
現
し
な
かっ
た
の
は
残
念で
あ
る。
一
も
あっ
て、
い
わ
ば
民
際
外
交の
役
割
一

て、
徐々
に
形
が
出
来
上
がっ
ていっ
一

以
後、
日
本
と
台
湾で
毎
年交
互
に
一
一
年
近
く
前
か
ら
開
催日
と
会
場
を
決
一
も
担っ
て
い
た
とい
え
よ
う・

一

た。
当
フ
ォ
ー
ラム
は、
ま
さに
聞
か
一
フォ
ー
ラム
を
開
催
し、
米
園、
フ
ラ
一
め
ね
ば
な
ら
ない
当フ
ォ
ー
ラム
の
会
一

し
か
し、
に
も
か
か
わ
ら
ず今
回
の
一

け

れ
た
知
的
交
滅の
場と
し
て、
討
論
内
一
ン
ス、
中園、
香
港、
韓
国、
ロ
シ
ア
一
期
が、
その
後の
日
本
外
交に
よっ
て
一
松
本
会
絡
を
もっ
て一
応
の
締
め
括り
一

け

容
も
予
算
や
経
理
も
すべ
て
オ
ー
プ
ン
一（ソ
連）
な
ど
か
ら
の
ゲ
ス
ト
も
し
ば
一
決
まっ
た
天
皇・
皇
后
両
陛
下
の
ご
肪
一
に
し
たい
と
決め
た
の
は、
や
は
り
物
一

に
なっ
て
い
る
け
れ
ど、
寸
ア
ジ
ア・
一
し
ば
加
わっ
て
き
た。
こ
の
問、
九
O
一

中直
後
で
あっ
た
た
め
とい
うこ
と
も
一

事に
は
「
始
め
が
あ
れ
ば
終
り
が
あ
一

オ
ー
プ
ン・
フ
ォ
ー
ラム」
と
い
う
名
一

年の
第二
回
東京
会
議の
貴
賓・

郭娘
一
あっ
た
が、
結
局は
李
登
輝
氏
ご
本
人
一
る」〈「
宥
始
有
終」〉
か
ら
で
あ
り、
一

称
は、
高
坂
さん
の
提
楽
で
あっ
た。
一

容
女
史は、
日
台
断
交
後
最
初に
来日
一
が
内
外の
鰭
般の
状
況
か
ら
訪日
を
決
一

盛ん
な
と
きに
閉
じ
た
い
とい
う
奨
学
一

こ
う
し
て
「
ア
ジ
ア・
オ
ー
プ
ン・
一
し
た
台
湾の
現
臓
閣
僚〈
行
政
院
財
政
一
断
さ
れ
な
かっ
た
の
で
あ
る．
「
中
嶋
一
か
ら
で
あ
る、
と
で
もい
え
よ
う
か。
一

フ
ォ
ー
ラム」
は
出
発
し
た
の
だ
が、
一

部長〉
で
あっ
た・
九
二
年の
第四
国
一
先
生に
こ
こ
ま
で
やっ
て
い
た
だ
い
た
一
李
登
輝
時
代の
終
駕
を
迎
え
て、
李
登
一

そ
こ
に
な
お
困
難
が
な
かっ
た
わ
け
で
一

京
都
会
議に
際
し
て
は、
現
時朝
内
閣
官
一
の
に、
す
ま
ない
け
れ
ど：：：」
と雪
こ

輝
氏
と
私
た
ち
と
の
出
会
い
を
大
切
一

は
決
し
て
ない。
ま
ず、
こ
の
フ
ォ
l
一

房
長
官
の
加
護
紘一
氏が
会
議
後に
東
一
わ
れ
た
と
き
の
同
氏の
表
情
が
忘
れ
ら
一
に
し
て
お
き
た
い
心
憎
か
ら
で
も
あ
一

ラム
が
台
湾
を
対
象
と
し
て
お
り、
当
一

京
で
台
湾
側
代
表
団の
主
要メ
ン
バ
ー
一
れ
な
い。

一
る。

一

時
台
湾
はマ
ス
メ
ディ
ア
に
お
い
て
も
一
を
招
宴
さ
れ
た
が、
そ
れ
も
日
台
断
交
一

九
四
年の
第六
回
機
浜
会織の
折に
一

い
ずれ
に
せ
よ、
民
主
化
と
ア
イ
デ
一

タ
ブ
ー
で
あっ
た
だ
け
に、
一
部の
一

後初
め
ての
こ
と
で
あっ
た。

一
は、
森
喜
朗・
自
由
民
主
党
幹
事
長に
一
ン
ティ
ティ
l
の
深
ま
りに
よっ
て、
一

方々
、
そ
し
て
か
な
りの
方
面
か
ら
白
一

私
た
ち
は
当フォ
ー
ラム
へ
の
李登
一
よ
る
朝
食
会
が
備
さ
れ、
同
幹
事
長
は
一
こ
の
十二
年
間に
台
湾は
大
き
く
変わ
一



一
九
O
O
年
九
月
十
三
日
生
ま
れ

で、
一
九
七
O
年十一
月二
十二
日
に

植i

内田だ
上

；康字
き夫お

大

宅

壮
一

氏
の

魅

力

こ
の
よ
う
な
台
湾
認
機
の
深
化
に

ー
ア
ジ
ア・
オ
ー
プ
ン・
フォ
ー
ラム」

が
い
さ
さ
か
で
も
貢
献で
き
た
と
す
れ

ば、
当フォ
ー
ラム
の
使
命
もこ
こ
に

完
結
し
た
と
い
え
よ
う・

り、
強
く
発
展
し
た。
国
際
社
会か
ら

公
的に
は
締め
出
さ
れ、
中
国
か
ら
は

執
効
な
圧
力
を
受
け
な
が
ら、
そ
れに

堂々
と
耐
え
て
き
た
台
湾の
現
存は、

その
多
く
が
開
発
独
裁
体
制
を
とっ
て

い
る
ア
ジ
ア
を
変
え、
や
が
て
中
国
大

陸
を
変
え
て
い
く
で
あ
ろ
う・
同
時に

日
本
国
民の
あい
だ
に
芽
生
え
た
新
生

台
湾へ
の
シ
ン
パ
シ
ー
は、
昨
秋の
台

湾
大
地
震へ
の
広
範
な
支
援
と
な
り、

現
孟
で
は

李登輝
氏
来日
を
支持
す
る

強い
国
民
世
紛
と
なっ
て
広
がっ
て
い

る．

死
去。
そ
の
た
め、
今
年
が
生
挺
百
一

市胤肯爪マ
ス
コ
ミ
塾」
と
い、つマ
ス
コ

年、
没
後
三
十
年に
当
るの
は、

評論
一
人
饗
成の
た
め
の
塾
を
作
り、
こ
の
塾
一

な
く
なっ
て
も、
未
だ
に
卒
塾
生
同
士
一

家の
大
宅
壮一
氏
で
あ
る。
生
前の
大
一
は
八
期に
わ
たっ
て、
延べ
四
八
O
名
一
の
交
際は
続い
て
い
る。

一

宅
氏に
つ
い
て
は
か
つ
て
社
会
党
委員一
の
整
生
を
生
み
出
し
た。
実
は、
私
も
一

た
と
えば、
大
宅
氏の
命
日
近
くの
一

長
だっ
た
浅
沼
稲
次
郎
氏
が
「
カ
ラ
ス
一
こ
の
塾の一
羽
生
だ
が、
こ
の
塾は
単一
日
に、
毎
年、
「
大
宅
まつ
り」
と
称
一

の
崎
か
ない
日
は
あっ
て
も、
大
宅
氏
一

な
る
マ
ス
コ
ミ
人
饗
成
の
塾
で
は
な
一
す
る
集
ま
り
を
か
な
り
長い
間
続
け
た
一

の
声が
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
か
ら
聞こ
え
一

く、
大
宅
氏
が
理
想
と
し
て
い
た
人
間
一
し、
ぞ
れ
以
後も、
卒
塾
生の
運
営で
一

ない
自
は
ないL
と
評
し
た
ほ
ど、
放
一
の
締
神
的
異
種
交
配
をめ
ざ
すユ
ニ
l
一「
駅
伝
塾」
と
い
う
名の
セ
ミ
ナ
ー
を
一

送、
活
字
両
媒
体
に
わ
たっ
て
活
路
一
ク
な
塾だっ
た。
一
期の
定
員は
六
O
一
開
催
し、
その
セ
ミ
ナ
ー
の
参加
者た
一

し、
人
気の
あ
る
評論
家で
あっ
た。
一
人
だ
が、
小
論
文
と
面
接に
よ
る
試
験
一
ち
は、
九
鋼
生
と
い
う
こ
と
で、
今
も
一

と
に
か
く、
何
か
事
件
が
あ
れ
ば、
一
を
受
け
て
入っ
て
来
た
塾
生
は、
大
学
一

毎
月
勉
強
会
を
し
て
い
る。

一

人々
は
大
宅
氏
が
ど
の
よ
うに
批
評
す
一
生
が
い
た
り、
既に
マ
ス
コ
ミの
現
場一

こ
うい
う
人
間関
係
を
築
く
きっ
か
一

る
か
を
期
待
し
た。
そ
し
て
大
宅
氏が
一
で
働い
て
い
る
人
が
い
た
り、
主
婦
も
一
け
と
な
唱たの
は、
人
間の
精神
的
異
一

り

社
会の
様々
な
現
象に
対
し
て
見
立
を
一
い
た
り
し
て、
年
齢
も二
十
代
か
ら
六
一

種
交
配に
よ
る
，雑
草
教
育’
こ
そ
真
一

け

行い、
その
現
象に
つ
い
て
ズ
パ
リ
診
一
十
歳
以
上
ま
で、
バ
ラエ
ティ
に
嘗
ん
一
の
教
育
で
あ
る
と
い
う
大
宅
氏の
理
念
一

断
を
下
し
た
言
葉は、
流
行
語
と
なっ
一
で
い
た。

一
で
あっ
た
が、
こ
の
教
脊
翠
念の
影
響一

て、
人口
に
始
笑
し
た。
そ
れ
ら
の
言
一

大
宅
氏
は、
その
よ
うに
様々
な
人
一
を
受
け
た
卒
製
生の
有
志が、

昨年末
一

葉
の
幾
つ
か
は、
「
駅
弁
大
学」「
恐
一

聞
を一
つ
の
教室に
集め
る
こ
と
に
よ
一

か
ら
取
組ん
で
き
たの
は、
大
宅
壮一
一

婆」「一
億
総
白
痴
化」
な
ど、
今
も
一
っ
て、
同一
年
齢
で
ク
ラ
ス
を
携
成
し
一
生
誕
百
年・
没
後三
十
年の
た
め
に、
一

使
わ
れ
て
い
る
が、

遺伝聞が
社
会
批
評
一
て
画一
化
し
て
し
ま
う

学校教
育に
対
一

何か
記
念
行
事
を
す
る
た
め
の
棺
談
だ
一

と
な
り、
その
批
評
が
社
会
現
象
と
な
一
す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
を
提
示
し、
精
神一
っ
た。
脇田が
集
ま
り
ゃ
すい
土
略目
を
一

っ
て、
広
く一
般
大
衆の
感
情
ま
で
揺
一
的
異
種
交
配に
よっ
て
新しい
人
間の
一

使っ
て、
シ
ン
ポ
ジ
ウム、
あ
る
い
は
一

さ
ぶ
る
カ
を
発
揮
し
た
評
論
家は、
お
一
タ
イ
プ
を
作ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る。
一

雑
誌
での
特
集の
売り
こ
み
ゃ
イ
ン
タ
一

そ
ら
く
大
宅
氏
だ
け
で
あ
る。

一
だ
か
ら、
こ
の
塾は
「
マ
ス
コ
ミ
塾L
一
1
ネッ
ト
での
進路
募
集
な
ど、
何
か
一

その
大
宅
氏
は
晩年の一
九
六
七
年
一
と
い
う
よ
り
も、
「
人
間
塾」
と
呼
ぷ
一
大
宅
氏に
関
係
す
る
企
画
を
実
現
出
来
一

か
ら
七
O
年に
か
け
て、
「
大
宅
壮一
一
に
ふ
さ
わ
し
く、
その
た
め、
一
九
七
一
ない
か
と
懸命に
模
索
し
た・




